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中
国
寧
波
市
周
辺
の
獅
子
舞

李
　
広
志

大
石
泰
夫

序
─
本
論
文
の
視
座

　　

日
本
に
お
け
る
民
俗
芸
能
で
、
も
っ
と
も
広
範
囲
で
多
く
の
分
布
を
見

せ
て
い
る
の
が
、〈
シ
シ
系
芸
能
〉
で
あ
る
。
日
本
の
〈
シ
シ
系
芸
能
〉

は
、
数
人
で
一
頭
の
シ
シ
を
演
じ
る
も
の
と
、
一
人
が
一
頭
の
シ
シ
を
演

じ
る
も
の
と
に
大
別
さ
れ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
特
に
前
者
は
、
古
代
に

中
国
か
ら
伝
来
し
た
伎
楽
・
舞
楽
・
散
楽
に
「
師
子
」
と
い
う
演
目
が
見

ら
れ
、
古
代
に
こ
れ
ら
の
芸
能
の
一
演
目
と
し
て
日
本
に
伝
来
し
、
広
ま

り
定
着
し
て
、
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
国
で
も
古
代
か
ら
今
日
ま
で
形
を
変
え
な
が
ら
獅
子
舞
が

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
日
本
と
中
国
の
文
化
交
流
も
古
代
以
降
途
絶
え
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
断
片
的
に
は
、
例
え
ば
「
長
崎
く
ん
ち
」
に
伝
承
さ

れ
る
獅
子
舞
な
ど
に
、
中
国
の
獅
子
舞
の
直
接
的
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
比
較
文
化
的
な
研
究
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
歴
史
学
で
は
、
中
国

と
日
本
の
長
い
文
化
交
流
の
歴
史
に
つ
い
て
の
研
究
が
一
つ
の
大
き
な
潮

流
で
あ
る
が
、
民
俗
文
化
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
る
と
は
思
わ
れ
な

い
。

　

そ
の
中
で
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
中
国
浙
江
省
寧
波
市
を
起
点

と
し
た
日
中
文
化
交
流
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
例
え
ば
、
文
部
科
学

省
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
─
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寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生
─
」（
平
成
十
七
～
二
十
一
年
度
・
研

究
代
表
小
島
毅
・「
に
ん
ぷ
ろ
」
と
略
称
）
な
ど
は
、
そ
の
総
合
的
な
研

究
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
寧
波
市
周
辺
と
日
本
の
葬
送
儀
礼
の
比
較
研

究
的
視
座
に
よ
る
成
果
も
出
さ
れ
た（

１
）。

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
寧

波
市
は
日
本
の
遣
唐
使
時
代
以
来
の
中
国
と
の
海
域
交
流
の
玄
関
で
あ

り
、
特
に
中
世
の
人
と
文
化
の
交
流
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
鑑
真
や
阿

倍
仲
麻
呂
に
始
ま
り
、
最
澄
・
栄
西
・
道
元
・
雪
舟
な
ど
、
寧
波
に
関
わ

る
日
本
へ
の
中
国
文
化
の
伝
播
に
関
わ
っ
た
著
名
人
た
ち
を
挙
げ
れ
ば
相

当
な
数
に
上
る
。

　

そ
う
し
た
歴
史
と
文
化
的
背
景
に
あ
っ
て
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
も
っ
と
も
広
範
囲
で
多
く
の
分
布
を
見
せ
て
い
る
〈
シ
シ
系
芸
能
〉

を
、
寧
波
と
日
本
を
結
ぶ
海
域
の
文
化
交
流
と
い
う
視
点
か
ら
研
究
し
て

み
よ
う
と
筆
者
二
人
は
考
え
て
い
る
。
先
に
掲
げ
た
「
に
ん
ぷ
ろ
」
で
も

寧
波
か
ら
の
海
域
交
流
は
奥
州
平
泉
ま
で
を
視
野
に
お
い
た
が
、
私
達
も

同
様
に
海
域
交
流
を
通
じ
て
日
本
全
国
の
〈
シ
シ
系
芸
能
〉
に
対
し
、
通

時
的
に
中
国
文
化
の
影
響
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
視
座
の
研
究
の
端
緒
と
し
て
、
現
在
の
寧
波
市
周

辺
の
獅
子
舞
の
調
査
を
行
っ
た
成
果
を
論
じ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

一
、
中
国
に
お
け
る
獅
子
文
化

　　

紀
元
前
一
三
八
年
、
漢
の
武
帝
が
張
騫
を
西
域
に
遣
わ
し
、
中
国
と
西

域
諸
国
と
の
貿
易
ル
ー
ト
（
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
）
を
開
拓
し
た
。
こ
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
が
開
通
し
た
後
、
中
国
に
は
珍
し
い
鳥
獣
が
西
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
入
っ
て
き
た
。『
漢
書
』
西
域
伝
に
は
、「
自
是
之
後
、
明
珠
、
文
甲
、

通
犀
、
翠
羽
之
珍
盈
於
後
宮
。
蒲
梢
、
竜
文
、
魚
目
、
汗
血
之
馬
充
於
黄

門
。
巨
象
、
師
子
、
猛
犬
、
大
雀
之
群
食
之
外
浦
囿
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
師
子
」
は
獅
子
の
こ
と
で
、
武
帝
の
頃
に
獅
子
は
外
に
あ
る

囲
い
に
飼
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る（

２
）。

ま
た
、『
後
漢
書
』
西
域
伝
に
は
、「
章
帝
章
和
元
年
（
八

七
）、
遣
使
献
師
子
、
符
抜
」
と
皇
帝
に
獅
子
を
献
じ
た
記
録
が
あ
り
、

そ
の
後
西
域
か
ら
獅
子
が
献
上
さ
れ
た
記
録
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
仏
教
の
伝
来
・
普
及
に
伴
い
、
仏
教
に
と
っ
て
獅
子
は
欠
か
せ

な
い
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
仏
典
の
中
で
様
々
な
獅
子
が
登
場
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
獅
子
の
イ
メ
ー
ジ
は
中
国
人
の
崇
拝
や
信
仰
の
対
象
と
な
っ

た
。
中
国
で
は
鳥
獣
を
瑞
祥
と
す
る
習
俗
が
あ
り
、
獅
子
は
勇
ま
し
さ
と

多
彩
な
姿
及
び
神
秘
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
で
は
次

第
に
〈
吉
祥
の
動
物
〉
と
さ
れ
た
。
後
漢
に
な
る
と
、
獅
子
の
像
が
誕
生

し
た
。『
水
経
注
』
巻
三
十
一
に
は
、「
塚
西
有
石
廟
、
廟
前
有
両
石
決
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闕
、
闕
東
有
碑
、
闕
南
有
二
獅
子
相
対
」
と
あ
り
、
獅
子
を
表
現
す
る
彫

刻
が
墓
の
両
側
に
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

三
国
両
晋
南
北
朝
時
代
で
は
、
犀
、
象
、
獅
子
、
鸚
鵡
、
駝
鳥
、
孔
雀

な
ど
の
珍
し
い
珍
獣
が
続
々
と
中
国
に
入
っ
て
く
る
。
こ
の
時
期
に
は
、

寧
波
の
獅
子
文
化
が
磁
器
の
彫
塑
に
現
れ
、
早
期
の
越
窯
青
磁
に
は
多
く

の
獅
子
の
造
形
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
表
意
に
は
、
招
福
辟
邪
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
紹
興
地
方
で
出
土
し
た
西
晋
墓
に
は
、
長

さ
11
㎝
、
高
さ
8.2
㎝
の
「
獅
形
燭
台
」
が
あ
り
、
獅
子
の
頭
が
繊
細
に
彫

刻
さ
れ
、
脇
に
は
羽
毛
が
刻
ま
れ
、
四
足
直
立
、
気
魄
雄
大
に
表
現
し
、

背
部
に
燭
の
穴
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
余
姚
市
梁
輝
九
頂
山
に
あ
る

西
晋
太
康
八
年
（
二
八
七
）
の
墓
か
ら
出
土
し
た
獅
形
燭
台
は
、
長
さ
12

㎝
、
高
さ
7.2
㎝
、
獅
子
は
首
を
上
げ
目
を
見
開
き
、
歯
を
む
き
出
し
に
す

る
姿
を
し
、
背
部
に
直
穴
の
燭
台
が
配
置
さ
れ
て
い
る（

３
）。

唐
代
で
は
、
康

居
国
、
波
斯
国
、
米
国
、
吐
火
羅
国
な
ど
の
国
々
が
獅
子
を
献
上
し
た
と

い
う
。
唐
代
の
獅
子
は
さ
ら
に
具
体
化
し
、
古
代
か
ら
信
仰
さ
れ
た
「
狻

猊
」「
虓
」
が
獅
子
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
唐
代
の
虞
世
南

が
『
獅
子
賦
』
ま
で
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
代
に
な
る
と
獅
子

文
化
は
、
文
学
・
芸
術
・
絵
画
・
美
術
・
彫
刻
な
ど
の
分
野
に
広
く
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

宋
代
以
降
、
獅
子
文
化
は
民
間
信
仰
と
融
合
し
て
、
多
彩
な
姿
を
現
し

て
い
る
。
宋
代
の
寧
波
で
は
、
石
の
彫
刻
技
術
が
発
達
し
、
寧
波
に
お
け

る
獅
子
の
石
造
物
は
日
本
に
輸
出
さ
れ
た
。
東
大
寺
南
大
門
に
安
置
さ
れ

る
石
獅
子
は
、
寧
波
の
匠
人
で
あ
る
伊
行
末
ら
四
人
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ

た
。
奈
良
県
宇
陀
市
所
在
の
大
蔵
寺
層
塔
に
は
延
応
二
年
（
一
一
四
〇
）

の
年
号
と
共
に
、「
大
唐
銘
州
伊
行
末
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
明
州
（
銘

州
＝
明
州
）
と
は
、
寧
波
の
旧
地
名
で
あ
り
、
伊
行
末
が
寧
波
出
身
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
般
若
寺
笠
塔
婆
銘
文
に
は
「
陳
和
卿
為

鋳
金
銅
大
仏
以
明
州
伊
行
末
為
衆
」
と
書
か
れ
て
い
る（

４
）。

そ
の
ほ
か
、
南

宋
～
元
代
（
十
三
世
紀
）
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
京
都
大
徳
寺
伝
来
の
五

百
羅
漢
図
に
は
、
寧
波
画
人
の
周
季
常
が
描
い
た
獅
子
の
画
幅
が
何
枚
も

あ
り
、
京
都
泉
涌
寺
の
羅
漢
図
に
は
獅
子
に
乗
っ
て
天
台
山
の
石
梁
瀑
布

を
渡
る
羅
漢
の
姿
も
見
え
る（

５
）。

　

一
方
、
中
国
各
地
に
お
い
て
獅
子
文
化
は
多
様
化
し
た
。
河
南
省
鄭
州

で
は
、
宋
代
の
「
三
彩
獅
子
磁
枕
」
が
出
土
し
て
い
る
。
南
京
に
は
「
獅

子
橋
」
が
あ
る
。
寧
波
に
は
寧
海
の
宋
代
恵
徳
橋
壁
獅
子
が
残
さ
れ
て
い

る
。
一
一
八
九
年
に
造
立
さ
れ
た
北
京
の
蘆
溝
橋
に
は
、
四
九
八
（
五
〇

一
と
も
）
の
異
な
る
獅
子
の
姿
の
彫
像
が
あ
る
。
ま
た
、
蘇
州
に
は
元
代

建
造
の
獅
子
林
が
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

獅
子
の
石
の
彫
刻
は
、
あ
ら
ゆ
る
宮
殿
、
寺
院
、
祠
廟
、
仏
塔
、
橋

梁
、
邸
宅
、
園
林
、
陵
墓
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
と
も
に
、
女
性
の
嫁
入
り
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道
具
や
印
鑑
の
紐
に
ま
で
刻

ま
れ
て
い
る
。

　

寧
波
地
域
に
お
け
る
獅
子

の
代
表
的
な
石
造
物
は
、
明

清
時
代
か
ら
流
行
っ
て
き
た

「
圧
綳
獅
」
と
呼
ば
れ
る
小

道
具
で
あ
る
。
圧
綳
獅
と

は
、
女
性
が
針
仕
事
を
す
る

と
き
に
使
っ
て
い
る
小
さ
な

石
獅
子
の
こ
と
で
あ
り
、
手

刺
繍
の
際
糸
な
ど
を
安
定
さ

せ
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
道
具
で
あ
る
。
よ
く
見
ら
れ
る
圧
綳
獅
の
サ
イ

ズ
は
長
さ
15
㎝
、
広
さ
10
㎝
、
高
さ
14
㎝
で
あ
る
（
写
真
１
参
照
）。
寧

波
方
言
で
は
、「
獅
子
」
と
「
賜
子
」
が
同
音
で
、
女
子
が
結
婚
す
る
と

き
の
嫁
入
り
道
具
と
し
て
一
対
の
立
派
な
圧
綳
獅
を
実
家
か
ら
も
ら
う
。

そ
れ
に
は
早
く
子
供
が
授
か
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
針
仕
事
が
上
達
す
る
よ

う
に
と
い
う
、
親
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
圧
綳
獅
は
、
実
家

か
ら
の
贈
り
物
と
し
て
、
結
婚
し
た
女
性
に
と
っ
て
一
生
の
付
き
添
い
物

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
中
国
に
お
け
る
獅
子
文
化
の
歴
史
を
概
観
し
、
寧
波
の
実
例
を

取
り
上
げ
つ
つ
述
べ
て
み
た
が
、
中
国
の
獅
子
文
化
の
歴
史
は
古
く
、
生

活
の
中
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

二
、
中
国
の
獅
子
舞
の
歴
史

　　

獅
子
が
中
国
に
伝
来
し
た
後
、
獅
子
の
動
作
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
舞

踊
が
生
ま
れ
た
。
北
魏
（
三
八
六
～
五
三
四
年
）
の
頃
に
な
る
と
、
洛
陽

の
長
秋
寺
で
盛
大
な
仏
事
活
動
が
行
わ
れ
る
際
、
獅
子
舞
が
「
百
戯
」
の

中
で
演
じ
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
北
魏
の
楊
衒
之
が
撰
し
た
『
洛

陽
伽
藍
記
』
の
長
秋
寺
の
条
に
「
四
月
四
日
、
此
像
常
出
、
辟
邪
獅
子
導

引
其
前
」
と
あ
る
も
の
で
、
こ
の
「
辟
邪
獅
子
」
は
人
間
が
扮
し
た
獅
子

に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
「
辟
邪
進
慶
」
を
願
う
人
工
的

な
獅
子
と
、
仏
教
と
と
も
に
発
達
し
た
獅
子
の
イ
メ
ー
ジ
の
普
及
に
よ
っ

て
、
少
な
く
と
も
北
魏
の
時
代
に
獅
子
舞
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

唐
代
に
い
た
っ
て
、
宮
廷
の
中
で
は
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
定
型

的
な
芸
態
の
獅
子
舞
の
競
技
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。『
旧
唐
書
』
巻
三

十
三
に
は
、「
太
平
楽
、
亦
謂
之
五
方
獅
子
。
獅
子
摯
獣
、
出
於
西
南

夷
、
天
竺
獅
子
等
国
。
綴
毛
為
之
、
像
其
俯
仰
馴
狎
之
容
。
二
人
持
縄

拂
、
為
習
弄
之
状
。
五
獅
子
各
依
其
方
色
。
百
四
十
人
歌
太
平
楽
、
舞
以

足
、
持
縄
者
服
飾
崑
崙
象
。」
と
記
さ
れ
、
宮
廷
で
五
色
獅
子
舞
を
行
っ

写真 1　清代の圧綳石獅（李広志所蔵）
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て
い
た
。
五
方
の
意
味
は
、
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
中
国
古
代
の

陰
陽
五
行
思
想
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
獅
子
に
扮
し
た
人
が
そ
れ

ぞ
れ
青
・
紅
・
黄
・
白
・
黒
の
五
色
の
毛
で
綴
っ
た
獅
子
皮
を
被
っ
て
、

東
・
南
・
中
・
西
・
北
の
方
位
に
位
置
し
て
演
じ
る
。
真
ん
中
の
黄
色
い

獅
子
は
最
高
権
力
者
の
皇
帝
を
象
徴
し
て
い
る
。
五
匹
の
獅
子
が
指
揮
者

に
よ
っ
て
、
様
々
な
姿
勢
を
と
る
と
と
も
に
、
百
四
十
名
の
歌
手
が
『
太

平
楽
』
を
歌
い
な
が
ら
踊
る
と
い
う
壮
観
な
趣
き
で
あ
る（

４
）。

　

中
国
で
は
唐
代
以
降
、
獅
子
舞
は
宮
廷
か
ら
民
間
ま
で
普
及
し
、
ま
た

中
原
か
ら
全
国
へ
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
歴
代
の
伝
承
と
取
捨
に
よ
っ
て
、

次
第
に
多
様
な
民
俗
芸
能
に
変
わ
り
、
つ
い
に
北
獅
と
南
獅
の
二
大
流
派

が
形
成
さ
れ
た
。「
形
」
を
中
心
と
す
る
北
獅
の
特
長
に
対
し
、
南
獅
は

「
意
」
に
重
点
を
置
く
。
そ
し
て
、
北
獅
に
は
、「
文
獅
」
と
「
武
獅
」
の

区
別
が
あ
り
、
南
獅
に
は
「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
・
動
・
静
・
驚
・
疑
」
の

八
態
が
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
『
旧
唐
書
』
の
記
録
が
、
日
本
の
古
代
に
中
国
か
ら
伝
来

し
た
伎
楽
の
道
具
の
記
録
（
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
の
「
法
隆
寺
縁
起

資
材
帳
」）
に
み
ら
れ
る
「
師
子
」
と
重
な
り
、
伎
楽
以
外
に
も
古
代
に

日
本
に
伝
来
し
た
舞
楽
・
散
楽
に
「
師
子
」
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
以
降
の
中
国
の
獅
子
舞
の
展
開
が
、
日
本
の
獅
子
舞
に
ど
の
よ
う
に
影

響
を
与
え
た
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
日

本
に
お
い
て
も
獅
子
舞
は
、
中
国
と
同
様
大
き
な
広
が
り
を
示
す
の
で
あ

る
。

　

三
、
寧
波
市
周
辺
の
獅
子
舞

　　

近
年
、
寧
波
に
お
け
る
獅
子
舞
の
育
成
や
継
承
は
、
次
第
に
拡
大
し
て

い
る
。
寧
波
市
は
中
国
東
南
沿
海
に
位
置
し
、
在
籍
人
口
は
五
七
七
．七

万
人
（
二
〇
一
二
年
末
の
統
計
）、
面
積
は
九
，八
一
六
万
平
方
㎞
で
あ

る
。
行
政
区
画
に
は
、
海
曙
区
、
江
東
区
、
江
北
区
、
鄞
州
区
、
鎮
海

区
、
北
侖
区
、
象
山
県
、
寧
海
県
、
余
姚
市
、
慈
渓
市
、
奉
華
市
な
ど
十

一
の
区
県
市
が
あ
る
。
全
市
に
は
一
六
三
の
街
道
、
七
八
の
鎮
、
十
一
の

郷
と
二
，五
七
六
の
村
民
委
員
会
が
あ
る
。

　

筆
者
二
人
は
、
二
〇
一
一
年
十
月
以
来
、
六
回
の
実
地
共
同
調
査
を
実

施
し
た
。
調
査
対
象
は
、
現
在
の
寧
波
市
周
辺
地
域
に
お
け
る
獅
子
舞
の

伝
承
団
体
の
中
で
、
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
寧
海
県
と
寧
波
市
北
侖
区
梅

山
の
獅
子
舞
を
中
心
と
し
た
。
ま
た
、
橋
の
竣
工
行
事
や
会
社
の
開
業
式

な
ど
に
獅
子
舞
が
上
演
さ
れ
る
が
、
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
会
社

に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
加
え
て
、
元
宵
節
（
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
旧

小
正
月
行
事
）
が
、
近
年
市
民
祭
り
的
様
相
を
呈
し
て
盛
ん
に
な
り
、
そ

こ
に
お
い
て
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
自
治
会
単
位
で
獅
子
舞
を
習
っ
て
上
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演
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を
調
査
し
た（

７
）。

　

以
下
、
寧
海
県
と
寧
波
市
北
侖
区
梅
山
の
獅
子
舞
を
中
心
に
報
告
し
、

検
討
を
加
え
た
い
。

　　

⑴
　
寧
海
県
の
獅
子
舞

　

寧
海
県
の
獅
子
舞
の
起
源
に
つ
い
て
は
二
つ
の
起
源
説
明
伝
説
が
あ

る
。
一
つ
は
、
天
台
大
師
智
顗
に
よ
っ
て
獅
子
舞
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う

話
で
あ
る
。
寧
海
県
内
に
は
古
く
か
ら
寺
院
が
多
く
、
智
顗
大
師
が
し
ば

し
ば
寧
海
県
を
訪
れ
、
地
元
の
人
々
に
獅
子
舞
の
作
法
を
教
え
た
と
い

う
。
も
う
一
つ
は
、
鑑
真
が
獅
子
舞
を
教
え
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
鑑
真

は
何
度
も
訪
日
の
た
め
渡
海
を
繰
り
返
し
た
と
き
、
寧
海
県
を
経
過
し
た

こ
と
が
あ
り
、
鑑
真
の
教
え
に
よ
っ
て
寧
海
地
域
で
初
め
て
獅
子
舞
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
廟
会
を
行
う
際
、
必
ず
獅
子
舞
が
先
導
す
る
形
で
巡

行
が
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
伝
説
の
真
偽
は
と

も
か
く
、
寧
海
県
の
獅
子
舞
に
関
す
る
文
献
史
料
は
明
代
以
降
の
も
の
で

あ
る
。
清
の
康
煕
年
間
（
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
）
編
纂
の

『
寧
海
県
志
』
風
俗
に
は
、「
正
月
演
劇
、
敬
祖
迎
神
、
郷
間
十
二
起
、
城

里
十
四
起
、
乃
十
八
乃
止
。」
と
あ
る
。
こ
こ
の
「
演
劇
」
と
は
、
竜

舞
、
獅
子
舞
、
灯
篭
舞
な
ど
の
民
俗
芸
能
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
寧
海
県
の
獅
子
舞
は
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
現
在
で
は

五
十
以
上
の
獅
子
舞
団
体
が
あ
る
と
い
う
。

　

寧
海
県
の
獅
子
舞
は
、
長
い
歴
史
を
も
つ
こ
と
か
ら
「
獅
子
舞
の
故

郷
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
梅
林
陳
村
の
獅
子
舞
は
特
に
古

く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
調
査
を
行
っ
た
二
〇
一
二
年

一
月
二
十
九
日
（
旧
暦
一
月
七
日
）
は
、
寧
海
県
が
ま
だ
新
年
の
喜
び
に

浸
っ
て
い
る
中
、
梅
林
陳
村
の
陳
昌
福
さ
ん
（
調
査
当
時
四
十
七
歳
）
の

獅
子
舞
チ
ー
ム
は
次
の
出
演
の
準
備
し
て
い
た
。

　

寧
海
県
の
獅
子
舞
は
長
い
歴
史
を
も
つ
が
、
梅
林
陳
村
の
獅
子
舞
は
長

ら
く
途
絶
え
て
い
た
。
し
か
し
、
別
の
集
落
に
伝
わ
る
獅
子
舞
の
師
匠
か

ら
習
う
な
ど
し
て
、
一
九
五
四
年
に
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時

の
リ
ー
ダ
ー
が
昌
福
さ
ん
の
祖
父
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昌
福
さ
ん
の
父

が
リ
ー
ダ
ー
を
受
け
継
い
だ
。
幼
い
頃
か
ら
獅
子
舞
の
雰
囲
気
の
中
で

育
っ
た
昌
福
さ
ん
は
、
今
ま
で
三
十
年
以
上
獅
子
舞
を
演
じ
て
い
る
。
梅

林
陳
村
の
獅
子
舞
は
、
一
頭
の
獅
子
だ
っ
た
編
成
か
ら
、
一
九
七
八
年
に

二
頭
に
拡
大
し
、
一
九
八
五
～
一
九
八
九
年
に
行
わ
れ
た
二
度
の
寧
波
市

の
獅
子
舞
大
会
に
参
加
し
、
優
秀
賞
を
得
て
四
頭
の
獅
子
を
授
与
さ
れ
、

現
在
で
は
四
頭
編
成
の
獅
子
舞
と
な
っ
て
い
る
。

　

昌
福
さ
ん
の
父
が
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
時
代
は
、
元
宵
節
前
後
の
一
月
十

四
～
十
八
日
頃
ま
で
他
村
を
回
っ
て
い
た
。
以
前
は
一
月
一
日
と
十
四
日

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
獅
子
舞
の
日
だ
っ
た
。
獅
子
舞
を
ま
っ
た
く
の
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素
人
か
ら
教
え
る
と
、
舞
え
る
ま
で
一
ヶ
月
は
最
低
か
か
る
が
、
通
常
は

上
演
の
機
会
の
二
週
間
く
ら
い
前
か
ら
一
日
二
時
間
く
ら
い
呼
吸
を
合
わ

せ
る
た
め
の
練
習
を
し
て
い
る
。

　

現
在
の
梅
林
陳
の
獅
子
舞
は
、
動
作
が
多
様
化
し
、
一
見
同
じ
よ
う
に

見
え
て
も
異
な
る
動
き
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
動
作
に
は
、
伝
統
的

な
技
法
と
し
て
伝
わ
る
「
掃
場
、
追
殿
様
蛙
、
鮒
濺
、
上
山
進
洞
、
舞
拳

棒
、
滾
響
叉
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
ほ
か
に
、
豪
快
さ
と
逞
し
さ
を
表
現

し
た
も
の
や
、「
拝
観
音
、
踏
四
角
、
居
眠
り
、
搔
痒
、
舐
毛
、
振
毛
」

な
ど
の
精
細
さ
と
静
か
さ
を
表
現
す
る
動
作
も
あ
る
。
基
本
的
な
技
法
と

し
て
は
、

　

①
出
洞
（
穴
か
ら
出
る
動
作
で
、
ま
わ
り
を
見
回
す
）

　

②
登
脚
（
脚
を
伸
ば
す
）

　

③
盤
腰
（
腰
を
伸
ば
す
動
作
で
、
一
人
が
も
う
一
人
を
抱
え
る
）

　

④
跨
脖
・
施
転
（
首
を
振
る
）

　

⑤
造
型
（
ポ
ー
ズ
を
作
る
）

　

⑥
打
滾
（
体
を
返
す
）

　

⑦
抓
痒
（
痒
み
を
と
る
）

　

⑧
瞌
睡
（
眠
る
）

の
八
種
類
が
あ
る
と
い
い
、
昌
福
さ
ん
の
改
良
に
よ
っ
て
、
文
と
武
、
動

と
静
、
拙
と
巧
の
動
作
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
よ
う
に
獅
子
舞
に
表
現
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
陳
さ
ん
が
考
え
出
し
た
独
特
な
新
し
い
技
法
と
し
て
、

「
跨
脖
旋
転
」（
首
に
跨
っ
て
回
転
す
る
）、「
獅
滾
背
」（
背
中
か
ら
転
が

る
）、「
盤
腰
」（
腰
を
上
げ
る
）、「
獅
子
造
形
」（
獅
子
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）、
な
ど
が
あ
る
（
写
真
２
参
照
）。

　

昌
福
さ
ん
の
獅
子
舞
チ
ー
ム
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
職
を
も
っ
て

お
り
、
余
暇
に
獅
子
舞
の
練
習
を
し
て
い
る
。
彼
の
祖
父
の
世
代
で
は
、

六
十
人
ぐ
ら
い
の
メ
ン
バ
ー
が
い
た
が
、
父
の
世
代
に
な
る
と
三
十
人
に

減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
獅
子
舞
の
メ
ン
バ
ー
は
二
十
人
し
か
い

な
い
の
だ
と
い
う
。

　

二
〇
〇
七
年
に
寧
海
県
第

一
職
業
中
学
校
は
、
寧
海
獅

子
舞
の
伝
承
地
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
獅
子
舞
を
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
編
入
し
た
。
そ

れ
以
降
、
昌
福
さ
ん
は
、
学

校
の
運
動
場
で
週
に
二
回
獅

子
舞
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
中
学
生
た
ち
に
は
、
太

鼓
の
叩
き
方
や
踊
り
の
基
本

的
な
技
法
を
教
え
て
い
る
。

写真 2　梅林陳の獅子舞
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こ
う
し
た
生
徒
た
ち
は
四
十
人
く
ら
い
い
て
、
行
事
や
祭
り
の
時
に
は
獅

子
舞
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
寧
海
県
第
一
職
業
中
学
校

は
、
獅
子
舞
伝
承
者
を
育
成
す
る
文
化
的
基
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
農
村
部
の
若
者
の
都
市
流
入
の
傾
向
は
強
ま
っ

て
お
り
、
彼
ら
が
伝
承
者
と
し
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
か
は
大
き
な
課
題

だ
と
い
う
。
昌
福
さ
ん
と
彼
の
獅
子
舞
チ
ー
ム
は
、
二
〇
一
一
年
十
一
月

に
行
わ
れ
た
寧
海
県
の
獅
子
舞
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
伝

統
あ
る
寧
海
県
の
獅
子
舞
の
中
で
、
最
も
優
れ
た
技
量
の
獅
子
舞
チ
ー
ム

と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
度
々
寧
波
、
奉

化
、
鄞
州
、
紹
興
、
杭
州
な
ど
へ
招
聘
さ
れ
て
、
大
変
人
気
を
集
め
て
い

る
。

　　

⑵
　
寧
波
市
北
侖
区
梅
山
の
獅
子
舞

　

梅
山
は
寧
波
市
北
侖
区
に
位
置
し
、
内
陸
に
隣
接
し
な
が
ら
、
東
シ
ナ

海
と
繋
が
っ
て
い
る
小
島
で
あ
る
。
梅
山
の
獅
子
舞
は
清
末
よ
り
始
ま

り
、
今
ま
で
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
始
祖
は
沈
天

童
と
い
う
人
で
あ
り
、
清
の
道
光
年
間
（
一
八
二
一
～
一
八
五
〇
年
）
の

こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
伝
説
的
な
逸
話
が
伝
わ
る
。

頻
繁
に
襲
来
す
る
海
賊
に
悩
ま
さ
れ
た
梅
山
の
人
々
が
、
海
賊
と
強

盗
の
危
険
を
軽
減
す
る
た
め
武
術
を
習
い
始
め
た
。
そ
の
中
で
、
沈

天
童
の
武
術
が
最
も
優
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
武
術
訓
練
の
中
で
、

村
人
に
自
信
と
勇
気
を
持
た
せ
る
た
め
、
獅
子
を
飾
り
、
獅
子
舞
を

習
っ
た
。
海
賊
が
来
襲
す
る
と
、
村
人
が
扮
装
し
た
獅
子
を
先
頭
に

出
し
一
斉
に
戦
っ
た
。
獅
子
の
先
導
が
非
常
に
効
果
的
で
、
そ
れ
以

降
、
海
賊
た
ち
は
梅
山
の
獅
子
が
出
動
し
た
と
聞
く
と
、
す
ぐ
に
撤

退
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
外
敵
と
戦
う
こ
と
で
生
ま
れ
た
人
間

の
扮
す
る
獅
子
は
、
梅
山
島
の
獅
子
舞
の
源
流
と
な
り
、
沈
天
童
も

梅
山
獅
子
舞
の
始
祖
と
な
っ
た
。
村
人
は
彼
を
讃
え
て
「
天
童
大

君
」
と
呼
ん
だ
。

と
い
う
話
で
あ
る
。
現
在
、
梅
山
獅
子
舞
は
、
祝
祭
日
、
婚
礼
、
出
産
祝

い
、
満
月
、
誕
生
祝
い
、
式
典
な
ど
の
機
会
に
披
露
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
「
教
練
」（
責
任
者
・
隊
長
）
の
沈
海
迪
さ
ん
に
よ
る
と
、
梅

山
獅
子
舞
の
特
徴
は
広
東
省
の
「
南
獅
」
の
技
法
に
加
え
て
、
地
元
の
武

術
の
要
素
を
取
り
込
ん
で
発
展
し
て
き
た
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
梅
山
獅

子
舞
チ
ー
ム
は
、
現
在
「
寧
波
獅
王
」
と
称
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
五
年

ま
で
は
「
梅
山
精
武
獅
隊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
梅
山
は
中
国

拳
法
の
宋
派
（『
水
滸
伝
』
の
宋
江
が
始
祖
）
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
梅

山
の
獅
子
は
拳
法
の
技
芸
か
ら
変
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
拳
法
と
獅
子
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舞
の
始
祖
と
伝
え
ら
れ
る
の
が
、
先
に
記
し
た
よ
う
な
伝
説
が
伝
わ
る
沈

天
童
で
あ
る
。
現
在
の
教
練
の
沈
海
迪
さ
ん
は
、
そ
の
六
代
目
で
あ
る
。

海
迪
さ
ん
は
、
一
九
八
一
年
生
ま
れ
の
若
き
獅
子
舞
指
導
者
で
あ
る
が
、

八
歳
の
時
か
ら
獅
子
舞
を
始
め
、
小
学
校
卒
業
後
寧
波
体
育
学
校
に
入
学

し
た
。
梅
山
に
は
小
学
校
と
中
学
校
が
あ
る
が
、
小
学
校
で
武
術
を
習

い
、
中
学
校
で
獅
子
舞
を
習
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
り
方
が
獅
子
舞
の
伝
承

に
は
効
果
的
で
、
小
学
校
で
武
術
を
習
う
こ
と
で
体
力
的
な
基
礎
が
で

き
、
獅
子
舞
に
う
ま
く
移
行
で
き
る
の
だ
と
い
う
。
梅
山
獅
子
舞
の
メ
ン

バ
ー
は
全
部
で
三
十
人
か
ら
五
十
人
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
十
八
人
は

プ
ロ
（
他
に
職
業
を
持
た
な
い
人
）
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

獅
子
舞
に
用
い
ら
れ
る
楽
器
は
、
鼓
・
銅
鑼
・
釵
（
拍
子
木
の
よ
う
な

も
の
）
の
三
種
で
あ
る
。
芸
態
と
し
て
は
、
獅
子
の
動
作
と
習
性
を
取
り

入
れ
た
、
次
の
よ
う
な
八
つ
の
形
態
を
中
心
に
舞
う
と
い
う
。

　

①
「
喜
」
態
。
獅
子
が
獲
物
を
見
つ
け
た
時
の
喜
ん
だ
様
子
。

　

②
「
怒
」
態
。
獅
子
が
橋
を
渡
る
時
、
水
中
の
自
分
の
影
を
見
て
感
じ

た
憤
怒
・
焦
燥
の
表
情
。
ま
た
、
立
ち
上
が
っ
た
勇
ま
し
い
姿
。

　

③
「
哀
」
態
。
獅
子
が
何
ら
か
の
理
由
で
挫
折
し
て
様
子
を
表
し
た
悲

し
み
の
様
子
。

　

④
「
楽
」
態
。
獅
子
が
柱
の
上
を
飛
び
移
っ
た
り
、
水
遊
び
を
楽
し
ん

だ
り
す
る
様
子
。

　

⑤
「
動
」
態
。
獅
子
が
転
げ
回
っ
た
り
、
頭
を
振
っ
た
り
尾
を
揺
ら
し

た
り
す
る
活
発
な
動
作
。

　

⑥
「
静
」
態
。
獅
子
が
疲
れ
て
休
む
状
態
。

　

⑦
「
驚
」
態
。
獅
子
が
驚
い
て
怖
が
る
様
子
。

　

⑧
「
疑
」
態
。
獅
子
の
本
性
は
疑
り
深
い
。
獲
物
を
食
す
る
と
き
、
貪

る
時
の
慎
重
な
様
子
。

　

梅
山
獅
子
舞
を
代
表
す
る
の
は
、「
採
青
」
と
「
点
睛
」
と
い
う
演
目

で
あ
る
。「
青
」
と
は
、
本
来
は
「
生
菜
」（
生
野
菜
）
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
「
生
財
」
と
同
音
な
の
で
表
現
を
ぼ
か
す
た
め
に
借
音
し
て
用
い

た
表
現
で
、
金
儲
け
を
意
味
し
て
い
る
。「
採
青
」
と
い
う
動
作
は
、
結

婚
式
の
主
人
が
お
金
を
野
菜
に
包
ん
で
高
い
と
こ
ろ
に
吊
る
し
、
獅
子
に

取
っ
て
も
ら
う
。
し
か
し
、
そ
の
「
青
」
は
な
か
な
か
容
易
に
は
採
れ
な

い
。
獅
子
が
ま
ず
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
し
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
経
て
よ
う

や
く
「
採
青
」
で
き
る
。「
青
」
を
採
っ
て
か
ら
、
主
人
側
に
吐
き
出

し
、
主
人
が
そ
の
「
青
」
を
も
ら
う
と
皆
円
満
に
「
福
」
を
も
た
ら
す
と

い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
採
青
」
の
由
来
に
つ
い
て

は
、
清
代
に
創
出
さ
れ
た
動
作
だ
か
ら
、「
青
」
は
「
清
」
と
同
じ
発
音

で
、「
採
青
」
は
「
採
清
」
で
あ
り
、
清
朝
を
打
倒
す
る
意
味
も
含
ま
れ

る
と
い
う（

８
）。

一
方
、「
点
睛
」
と
い
う
儀
礼
は
、
主
人
が
朱
砂
で
獅
子
の

目
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
魂
を
も
ら
い
、
吉
祥
如
意
を
象
徴
す
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る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
柱
の
上
で
舞
う
「
梅
花
柱
」
と
い
う
演
目
が
あ
る
。
高
さ

が
80
㎝
～
３
ｍ
の
数
本
の
柱
を
1.8
～
2.8
ｍ
間
隔
に
立
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

柱
の
上
に
直
径
38
㎝
の
円
盤
を
載
せ
た
と
い
う
も
の
を
舞
台
に
し
て
、
そ

の
上
で
獅
子
が
舞
う
と
い
う
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
梅
花
柱
」
と
い
う
演
目
は
、
も
と
も
と
は
武
術
の
技
の
名
称
だ
っ
た
と

い
う
。

　

二
〇
一
一
年
十
月
一
日
に
、
寧
波
市
北
侖
区
の
婚
姻
儀
礼
で
梅
山
獅
子

舞
が
披
露
さ
れ
、
筆
者
二
人
は
そ
れ
を
調
査
し
た
。
こ
の
時
の
獅
子
舞

は
、
婚
姻
儀
礼
の
一
部
と
し
て
機
能
し
て
い
て
、「
嫁
迎
え
」
と
「
披
露

宴
」
の
時
に
演
じ
ら
れ
た
。

　

午
前
八
時
半
、
新
郎
と
家
族
、
婚
礼
会
社
の
人
々
が
約
束
し
た
場
所
に

集
ま
り
、
嫁
迎
え
の
準
備
を
整
え
る
。
新
婦
を
迎
え
る
行
列
は
、
先
頭
が

銅
羅
を
鳴
ら
す
二
人
で
、
次
の
二
人
が
「
喜
」
と
記
さ
れ
た
看
板
を
掲
げ

て
続
く
。
次
に
獅
子
舞
の
楽
隊
、
そ
の
次
に
赤
色
と
黄
色
の
雌
雄
の
二
頭

の
獅
子
、
そ
の
後
に
八
人
で
担
ぐ
新
郎
が
乗
る
御
輿
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
新
郎
は
、
竜
袍
を
着
用
し
、
頭
に
状
元
の
帽
子
を
被
り
、
足
に
刺
繍

の
靴
を
は
く
。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
明
朝
風
の
官
服
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

パ
レ
ー
ド
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
演
奏
の
音
、
銅
鑼
を
鳴
ら
す
音
、
爆
竹

の
音
が
街
に
響
き
渡
る
。

　

こ
の
際
の
獅
子
舞
は
、
梅

山
獅
子
舞
の
メ
ン
バ
ー
八
人

で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
楽
隊

が
四
人
、
獅
子
の
扮
装
者
が

四
人
で
、
二
人
で
一
頭
の
獅

子
と
な
っ
て
舞
う
。
新
婦
迎

え
の
行
列
は
、
二
㎞
ぐ
ら
い

進
ん
で
新
婦
の
家
に
着
く
。

新
婦
の
家
で
様
々
な
儀
礼
を

行
っ
た
後
、
新
婦
を
御
輿
に

乗
せ
、
金
童
玉
女
が
先
導

し
、
新
郎
は
歩
い
て
付
き
添

い
、
町
中
を
一
回
り
し
て
披
露
宴
の
ホ
テ
ル
へ
向
か
っ
た
（
写
真
３
参

照
）。
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
披
露
宴
の
獅
子
舞
の
演
出
は
、
結
婚
を
祝
う

趣
旨
を
こ
め
た
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
舞
う
。

　

第
一
部
は
挨
拶
で
あ
る
。
獅
子
は
太
鼓
の
音
に
伴
い
出
席
者
に
挨
拶
し

て
か
ら
、
舞
台
上
で
一
回
り
し
て
周
囲
を
観
察
し
な
が
ら
、
警
戒
す
る
よ

う
に
前
へ
進
む
。
獅
子
の
動
き
や
進
み
方
は
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
、
太
鼓
の
叩
き
方
も
「
擂
鼓
」「
菊
鼓
」「
遅
い
鼓
」「
速
い
鼓
」

「
前
鼓
」「
中
剪
鼓
」「
片
足
鼓
」「
大
頭
仏
鼓
」
な
ど
が
あ
り
、
十
種
類
以

写真 3　梅山の獅子舞（結婚式の行列）
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上
の
変
化
に
富
ん
だ
叩
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
部
は
祝
い
の
本
舞
で
あ
る
。
披
露
し
た
技
法
に
は
「
破
陣
」「
噴

水
」「
尋
青
」「
見
青
」「
疑
青
」「
食
青
」「
酔
青
」「
吐
青
」
な
ど
が
あ

り
、
そ
れ
に
応
じ
た
太
鼓
の
叩
き
方
に
は
「
七
星
鼓
」「
菊
頭
鼓
」「
水
遊

び
鼓
」「
試
青
鼓
」「
擂
鼓
」「
撃
鼓
辺
」
な
ど
が
あ
る
。

　

第
三
部
は
結
び
で
あ
る
。
舞
い
方
が
「
口
洗
い
」「
足
洗
い
」「
痒
い
掻

き
」「
転
が
り
」「
拝
謝
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
二
部
同
様
に
太

鼓
の
叩
き
方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
に
応
じ
て
変
わ
る
。

　　

⑶
　
元
宵
節
の
梅
山
系
獅
子
舞

　

寧
波
市
各
地
で
は
、
正
月
元
旦
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
、
千
件
以
上
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
特
に
元
宵
節
（
一
月
十
五
日
）
の
前
日
か
ら
当

日
に
か
け
て
は
、
獅
子
舞
が
披
露
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
的
な
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
る
。
主
催
は
行
政
区
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
行
政
区
の
中
の

住
民
が
様
々
な
催
し
物
を
演
じ
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
そ
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
の
が
党
工
委
辦
事
処
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
あ
る
。

　
　
　

①
鎮
海
区
庄
市
街
道
の
元
宵
節
イ
ベ
ン
ト
の
獅
子
舞

　

元
宵
節
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
鎮
海
区
庄
市
街
道
の
元
宵
節
イ
ベ

ン
ト
を
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
三
日
に
調
査
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
を
行
っ
た
庄
熙
定
処
長
と
陳
啓
揚
副
処
長
に
よ
る
と
、
こ
の
企
画

は
街
道
単
位
で
立
案
し
、
そ
れ
を
市
の
文
化
局
に
申
請
し
て
許
可
を
得

る
。
経
費
は
基
本
的
に
は
街
道
が
負
担
す
る
が
、
街
道
に
競
わ
せ
て
優
秀

な
と
こ
ろ
に
は
市
の
文
化
局
が
出
し
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
年
度

の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
二
ヶ
月
前
（
新
暦
十
二
月
）
か
ら
プ
ラ
ン
作

り
を
し
た
。
舞
台
演
出
を
行
う
こ
と
と
し
、
出
し
物
と
し
て
は
中
国
の
民

俗
的
な
芸
能
（
農
村
の
民
俗
芸
能
）
や
庄
市
街
道
の
代
表
的
な
民
俗
芸
能

を
選
ん
だ
。
例
え
ば
、
江
南
地
方
の
芸
能
を
用
い
る
場
合
に
は
、
歌
詞
を

寧
波
方
言
に
変
え
て
演
じ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
年
の
出
演
者
は
三
〇
〇

人
ほ
ど
で
、
農
民
や
定
年
後
の
人
が
多
い
。
年
齢
は
若
い
人
か
ら
老
年
の

人
ま
で
い
る
。
こ
の
時
に
出
演
し
た
獅
子
舞
は
二
チ
ー
ム
で
、
一
つ
は
沈

海
迪
さ
ん
の
梅
山
獅
子
舞
チ
ー
ム
で
三
頭
の
獅
子
、
も
う
一
つ
は
電
機
会

社
の
チ
ー
ム
で
二
頭
の
獅
子
が
出
演
し
た
。
こ
の
電
機
会
社
の
獅
子
舞
も

海
迪
さ
ん
が
教
え
た
も
の
で
あ
る
。
獅
子
舞
は
、
庄
市
街
道
に
は
二
、
三

チ
ー
ム
あ
る
が
、
鎮
海
区
で
は
他
に
は
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
。
庄
市
街
道

の
獅
子
舞
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
、
結
婚
式
と
か
葬
式
で
演
じ
ら

れ
、
正
月
に
は
門
付
け
の
よ
う
に
各
戸
を
回
っ
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
、

現
在
で
は
独
自
の
獅
子
舞
で
は
な
く
、
梅
山
獅
子
舞
の
海
迪
さ
ん
に
習
っ

た
獅
子
舞
を
演
じ
て
い
る
。

　
　
　

②
大
榭
島
の
元
宵
節
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
獅
子
舞

　

二
〇
一
三
年
二
月
二
四
日
の
大
榭
島
元
宵
節
に
お
い
て
、
大
榭
街
道
党



國學院雜誌　第 116 巻第 8号（2015） ─ 60 ─

工
委
辦
事
処
が
主
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
パ
レ
ー
ド
と

舞
台
演
出
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
と
は
、
舞
台

で
上
演
す
る
団
体
が
行
列
を

組
ん
で
大
榭
街
道
内
を
巡
行

し
、
所
々
で
そ
れ
ぞ
れ
の
芸

能
を
演
じ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
団
体
と
は
大
榭

街
道
内
の
様
々
な
グ
ル
ー
プ

で
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ

ブ
、
婦
人
会
組
織
の
よ
う
な

も
の
も
あ
る
。こ
の
年
度
に
出
演
し
た
の
は
以
下
の
出
し
物
と
団
体
で
あ
る
。

　
　

１
、
赤
旗
・
官
灯
隊
（
区
老
年
総
会
・
46
人
）

　
　

２
、
女
子
舞
龍
隊
（
海
湾
社
区
・
56
人
）

　
　

３
、
威
風
鑼
鼓
隊
（
海
城
社
区
・
45
人
）

　
　

４
、
扇
子
舞
隊
（
海
信
社
区
・
60
人
）

　
　

５
、
鼓
閣
・
台
閣
隊
（
榭
南
五
村
連
合
・
50
人
）

　
　

６
、
軍
楽
隊
（
海
韵
社
区
・
26
人
）

　
　

７
、
武
術
隊
（
区
老
年
総
会
・
46
人
）

　
　

８
、
吉
祥
腰
鼓
隊
（
海
湾
社
区
・
47
人
）

　
　

９
、
十
二
生
肖
隊
（
海
城
社
区
・
40
人
）

　
　

10
、
軍
楽
隊
（
海
文
社
区
・
40
～
45
人
）

　
　

11
、
体
操
隊
（
海
浪
花
・
60
人
）

　
　

12
、
卡
通
隊
（
海
信
社
区
・
42
人
）

　
　

13
、
迎
親
隊
（
金
海
岸
社
区
・
50
人
）

　
　

14
、
体
操
隊(

海
文
社
区
・
60
人)

　
　

15
、
老
年
鑼
鼓
隊
（
区
老
年
総
会
・
50
人
）

　
　

16
、
車
子
・
馬
灯
・
群
芸
隊
（
榭
北
四
村
連
合
・
60
人
）

　
　

17
、
秧
歌
舞
隊
（
海
浪
花
・
56
＋
56
人
）

　
　

18
、
舞
鳳
隊
（
海
韵
社
区
・
28
人
）

　
　

19
、
西
遊
記
隊
（
金
海
岸
社
区
・
8
人
）

　
　

20
、
舞
獅
隊
（
金
海
岸
社
区
・
20
人
）

　

こ
れ
を
み
る
と
、
先
に
庄
市
街
道
の
元
宵
節
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
演
出

者
の
意
図
を
紹
介
し
た
が
、
い
か
に
も
中
国
的
な
民
俗
舞
踊
を
取
り
込
ん

で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

舞
台
は
大
榭
中
学
校
運
動
場
に
作
ら
れ
て
、
最
後
に
獅
子
舞
が
上
演
さ

れ
た
。
六
頭
の
獅
子
が
一
斉
に
披
露
さ
れ
る
演
出
で
、
演
奏
者
な
ど
を
含
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め
金
海
岸
社
区
二
十
人
の
構
成
で
行
わ
れ
た
。
獅
子
の
容
姿
と
獅
子
舞
の

技
法
は
、
梅
山
獅
子
舞
に
習
っ
た
も
の
で
あ
る
（
写
真
４
参
照
）。
こ
の

よ
う
に
梅
山
獅
子
舞
は
、
現
在
寧
波
市
周
辺
の
様
々
な
機
会
に
上
演
さ
れ

る
獅
子
舞
を
指
導
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　

⑷
　
寧
波
市
周
辺
の
獅
子
舞
の
特
徴

　

中
国
に
お
け
る
獅
子
文
化
は
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
に
至
る
ま

で
深
く
生
活
に
密
着
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
こ
こ
に
記
し
た

よ
う
に
寧
波
市
周
辺
に
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
獅
子
舞
も
同
様
で
、
中
国

全
土
に
早
く
か
ら
広
ま
り
、
今
日
の
寧
波
市
周
辺
の
獅
子
舞
は
地
域
の
伝

統
芸
能
と
し
て
、
婚
姻
や
葬
送
儀
礼
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
方
で
急
速
に
都
市
開
発
が
進
む
中
で
、
行
政
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

民
俗
的
な
出
し
物
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
春
節
・
元

宵
節
は
本
来
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
る
年
中
行
事
で
、
そ
の
中
で
企
画
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
中
心
的
な
演
目
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

調
査
で
は
二
通
り
の
伝
承
が
確
認
で
き
、
一
つ
は
梅
山
の
獅
子
舞
の
よ
う

に
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
形
で
、
も
う
一
つ
は
伝
統
的
な
伝
承
者
を
伝

統
技
術
保
持
者
と
し
て
行
政
で
保
護
し
て
日
本
流
に
い
え
ば
プ
ロ
化
し
、

地
域
の
芸
能
の
伝
承
の
指
導
を
さ
せ
て
い
る
と
い
う
あ
り
方
で
あ
る
。
興

味
深
い
の
は
、
前
者
が
人
口
の
増
え
続
け
る
中
国
に
お
い
て
も
日
本
と
同

様
に
都
市
に
人
口
が
移
動
し
て
、
か
つ
て
の
獅
子
舞
伝
承
地
は
後
継
者
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
そ
の
解
消
の
た
め
に
日
本
と

同
様
に
獅
子
舞
を
学
校
教
育
に
取
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
寧
波
の
獅
子
舞
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
国
で
も
実
際
に
は

生
息
し
な
い
動
物
の
獅
子
の
生
態
を
細
か
に
分
類
し
、
技
と
し
て
表
現
し

伝
承
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
獅
子
に
入
る
二
人
の
人
が
、
ア
ク

ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
絡
ま
っ
て
構
成
す
る
芸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
に
多
い
幕
の
獅
子
で
は
な
く
、
着
ぐ
る
み
形
状
と
い
う
こ

と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

結
─
獅
子
舞
の
比
較
文
化
的
研
究
へ
向
け
て

　　

前
節
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
寧
波
市
周
辺
の
獅
子
舞
の
芸
態
の
特
徴

は
、
獅
子
の
生
態
を
細
か
に
分
類
し
て
技
と
し
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
、

獅
子
の
形
状
も
日
本
の
一
般
的
な
幕
で
は
な
く
着
ぐ
る
み
形
状
で
あ
り
、

二
人
の
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
芸
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
獅
子
舞
に
も
、
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
が
あ
り
、

多
く
そ
れ
は
「
伊
勢
大
神
楽
系
の
獅
子
舞
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
明

ら
か
に
そ
れ
と
は
異
な
る
獅
子
舞
が
あ
る
。
例
え
ば
、
静
岡
県
南
伊
豆
地

方
に
は
二
種
類
の
獅
子
舞
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
神
楽
」
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「
籠
獅
子
」
と
称
し
て
い

る
。
前
者
は
幕
を
用
い
る
獅

子
舞
で
あ
る
が
、
後
者
は
着

ぐ
る
み
で
あ
り
ア
ク
ロ
バ

テ
ィ
ッ
ク
な
芸
態
で
明
確
に

区
別
さ
れ
て
い
る
（
写
真
５

参
照
）。
ま
た
、
籠
獅
子
で

は
細
か
な
獅
子
の
生
態
を
表

現
し
た
技
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
一
つ
の
下
賀
茂
の
籠
獅

子
を
例
に
と
る
と
、
雌
雄
別

に
「
あ
く
び
（
雌
）」「
頭
立

ち
（
雌
）」「
背
中
立
ち
（
雌
）」「
花
食
い
（
雌
）」「
舐
め
た
り
掻
い
た
り

（
雌
）」「
雌
休
み
（
雌
）」「
負
い
投
げ
（
雄
）」「
腰
回
し
（
雄
）」「
一
本

杉
（
雌
雄
）」「
噛
み
合
い
（
雌
雄
）」「
盛
り
（
雌
）」「
休
み
（
雄
）」「
四

つ
返
し
（
雄
）」「
横
車
（
雄
）」「
肩
車
（
雄
）」「
負
い
投
げ
（
雄
）」
と

い
う
十
七
種
の
技
を
伝
え
て
い
る（

９
）。「

籠
獅
子
」
と
い
う
名
称
は
着
ぐ
る

み
形
状
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
名
称
は
熊
本
県
八
代
妙
見
神

社
祭
礼
の
獅
子
に
も
確
認
で
き
る
。

　

筆
者
が
目
ざ
す
も
の
は
、
海
の
道
が
日
本
と
中
国
の
唯
一
の
道
で
あ
っ

た
時
代
に
お
い
て
、
中
国
側
の
玄
関
で
あ
っ
た
寧
波
市
周
辺
の
獅
子
舞
を

手
が
か
り
に
、
こ
れ
と
日
本
の
獅
子
舞
と
を
比
較
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
そ
し
て
、
寧
波
市
周
辺
の
獅
子
舞
の
特
徴
と
し
て
は
、〈
細
か
な
生

態
を
表
現
す
る
技
〉
の
存
在
と
、〈
着
ぐ
る
み
〉
で
〈
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ

ク
な
技
の
構
成
〉
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
研
究
の
目

的
は
単
に
獅
子
舞
の
芸
態
比
較
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
伝
承
母
体
や
背
景

を
比
較
検
討
す
る
比
較
文
化
論
を
目
ざ
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
も
は
や
日
本
の
獅
子
舞
に
お
い
て
、
寧
波
の
獅
子
舞
に
類

似
し
て
い
る
も
の
と
を
比
較
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
例
と
し
て
あ
げ

た
南
伊
豆
以
外
に
も
日
本
に
同
様
な
芸
態
を
も
つ
も
の
は
少
な
く
な
い
と

い
う
こ
と
を
最
後
に
記
し
て
お
き
た
い
。

注（１
）　

木
村
直
弘
「
哭
き
祭
の
音
風
景
─
平
泉
に
残
る
「
哭
」
の
静
か
な
る
余
韻
」（
静

永
健
編
・
小
島
毅　

監
修
『
海
が
は
ぐ
く
む
日
本
文
化
』、
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）
ほ
か
、
木
村
の
平
泉
の
哭
き
祭
と
中
国
葬
送
儀
礼
の
比
較
研
究
の

諸
論
文
。

（
２
）　

宮
尾
慈
良
「
中
国
の
獅
子
舞
─
北
獅
と
南
獅
」『
ア
ジ
ア
演
劇
人
類
学
の
世
界
』、

三
一
書
房
、
一
九
九
四
年
、
一
六
四
頁
。

（
３
）　

林
士
民
、
林
浩
著
『
中
国
越
窯
磁
』（
上
）、
寧
波
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
二

四
七
頁
。
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（
４
）　

山
川
均
「
中
世
石
造
物
の
研
究
：
石
工
・
民
衆
・
聖
」（『
日
本
史
資
料
研
究
会

選
書
2
』、
日
本
史
料
研
究
会
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
～
三
九
頁
）。

（
５
）　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
聖
地
寧
波
』、
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年
、
三
〇

九
頁
。

（
６
）　

羅
斌
・
朱
梅
『
舞
竜
舞
獅
』、
中
国
文
聯
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
七
四
頁
。

（
７
）　

① 

二
〇
一
一
年
九
月
三
十
日
～
十
月
一
日
・
寧
波
演
出
公
司
（
イ
ベ
ン
ト
演
出

会
社
で
聞
き
取
り
）、
寧
波
市
北
侖
区
の
婚
姻
儀
礼
に
お
け
る
獅
子
舞
（
上
演

の
際
の
実
地
調
査
）。

　
　
　

② 

二
〇
一
二
年
一
月
二
十
九
～
三
十
日
・
寧
海
県
梅
林
陳
村
（
寧
海
県
獅
子
舞

伝
承
者
陳
昌
福
さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り
と
練
習
の
実
地
調
査
）、
寧
波
市
内
ホ

テ
ル
で
聞
き
取
り
（
北
侖
区
梅
山
鎮
獅
子
舞
伝
承
者
沈
海
迪
さ
ん
か
ら
の
聞

き
取
り
）。

　
　
　

③ 

二
〇
一
三
年
二
月
二
三
～
二
四
日
・
鎮
海
区
庄
市
街
道
の
元
宵
節
（
庄
市
文

化
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
か
ら
聞
き
取
り
と
沈
海
迪
へ
の
挨
拶
、
庄
市
元
宵
イ

ベ
ン
ト
の
獅
子
舞
の
実
地
調
査
）、
寧
波
市
大
榭
島
の
元
宵
節
（
大
榭
開
発
区

元
宵
節
の
パ
レ
ー
ド
と
イ
ベ
ン
ト
の
芸
能
の
実
地
調
査
）。
な
お
、
こ
れ
ら
の

調
査
は
盛
岡
大
学
学
術
研
究
助
成
費
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
た
。

（
８
）　

張
玉
玲
「
在
日
華
僑
の
「
中
国
文
化
」
観
と
華
僑
文
化
の
創
出
」（『
国
際
開
発

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
』　

第
二
十
三
号
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研
究
科
、

二
〇
〇
三
年
、
二
三
三
頁
）。

（
９
）　

吉
川
祐
子
「
下
賀
茂
の
神
楽
と
籠
獅
子
」（
吉
川
編
『
下
賀
茂
の
籠
獅
子
と
神
楽

─
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
─
』、
民
俗
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
五
八
頁
）。


